
Vol.229
2023年5月

http:/ /www.eishouji .or. jp

浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）
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仏
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縁
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。
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縁
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小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

▲モバイル用

https://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。 永照寺 :住職のブログ

【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
（左記のホームページ内に移転しました。）北九州      　永照寺

離れて暮らす
ご家族にも

オススメください。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、
   早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

永照寺 開門・閉門の時間

・開門…6時30分
・閉門…18時
・開門…6時30分
・閉門…18時

2023年4月の参拝者
宗祖命日

順不同 ： 敬称略14名 池本眞理子
（小倉北区）

池本 周司
（小倉北区）

山口 綾子
（小倉北区）

千葉 登美子
（小倉北区）

本多 義宏
（門司区）

増田 和久
（小倉南区）

茶屋本 廣喜
（小倉南区）

森下 勝美
（小倉北区）

延吉 政彦
（小倉南区）

古野 貞幸
（小倉南区）

天神 正行
（小倉南区）

﨑田 元信
（小倉南区）

天神 光介
（小倉南区）

岡本 隆夫
（小倉南区）

花  

見
事
に
咲
き
ぬ

誇
り
も
せ
で

や
が
て  

う
つ
ろ
い
ぬ

つ
ぶ
や
き
も
せ
で

花  

見
事
に
咲
き
ぬ

誇
り
も
せ
で

や
が
て  

う
つ
ろ
い
ぬ

つ
ぶ
や
き
も
せ
で

は
な
は
な

ささ

み  

ご
と

み  

ご
と

ほ
こ
ほ
こ

宗祖命日16日（火）

婦人会例会18日（木）

■ ７時からのお朝事はお休みです。
■ 10時から法要の朝座に皆様と一緒に
   お勤め致します。

■ 5、６月とお休みです。

5月の行事予定

6月の行事について

永代経懇志御礼 伊藤 節子 様 古本 利彦 様 兒玉 美惠子 様順不同

懇志御礼 行徳 雅子 様
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６月は小倉組仏教婦人会の総会があります。

会員の皆様は是非お参りください。

会員以外の方も聴聞ください。

6月21日（水）13時～
宮武 大悟  師 （広島 西念寺）

日　時

講　師

永照寺本堂場　所



【 期　日 】

【 講　師 】

井上 見淳 師（飯塚市）

※ 1座1時間半程度と考えています。

※ 15日の昼座は小倉組仏教壮年会の総会を行います。
16時位からご法話が始まりますので、どうぞ聴聞してください。

下記の感染対策をして法座を開催します。
マスク着用を
できるかぎり

お願いします

事前の検温を

お願いします

離れて

お座りください

消毒を

おこないます

換気を

おこないます

※ できるかぎりマスクの着用をお願いします。       

※ 事前に検温をお願いします。       
※ 37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。
※ 本堂距離を保ち椅子を並べます。   
※ アルコール消毒、1座ごとに堂内消毒、換気を徹底します。

（日）14日5月 （月）15日5月 （火）16日5月
10：00～
13：30～

朝
昼

10：00～朝 10：00～朝

どうぞお時間を作ってお参りください。

本願寺派司教、龍谷大学准教授

引上会報恩講懇志（随意）と本願寺門徒講（1000円）を合算して、

先月号（4月号）に同封の懇志袋にて上納くださいませ。

※ 5月はゴールデンウィークの影響で発送が遅れる可能性がありますので
　 封筒は先月号（4月号）に同封しています。
　お寺にもご用意がありますので無くされた方もご心配なく。

※ 本願寺門徒講とは、本山西本願寺に納める賦課金のことです。
    皆様からお預かりしたものをとりまとめて上納しています。

●引上会(いんじょうえ)

●報恩講(ほうおんこう)

本山における御正忌(旧暦十一月二十八日、太陽暦一月十六日)
より前に予修する報恩講です。

親鸞聖人の命日をご縁に私がお念仏に出遇ったことを
喜びつとめる仏事です。

懇志袋は複写式の為、ボールペンで
強く書いてくだされば助かります。
（封筒は受付にも用意しています）

お斎の接待は
ありません。

永照寺引上会報恩講のご案内2023年

永照寺だより Vol.229 2023年5月小倉御坊

親鸞聖人ご誕生８５０年
立教開宗８００年慶讃法要ご報告

４月１５日、１６日京都の西本願寺に参拝してきました。

初日慶讃法要、２日目は仏教壮年会の全国大会でした。

帰山して初めてお朝事のお勤めを自坊で出来ませんでしたが、

本山で参拝者の方と一緒に『正信偈』をお勤めさせていただきました。

今回の慶讃法要はコロナ禍ということと

小倉組の参拝日が引上会報恩講と重なったこともあり、

ご門徒の皆様への案内は致しませんでした。どうかご容赦ください。

もし、お参りしたい方がおられましたら西本願寺にお問い合わせの上、一般参拝されてください。

法要日程の詳細は本願寺のホームページをご覧ください

このような大きなイベントへの参拝も日常と違う趣もあり楽しいものです。

しかし一番大切なのは浄土真宗のおみのりを聴聞することではないかと思います。

年３回の法要では住職が是非聞いてほしいという先生に出講していただいています。

今回の５月14、15、16日引上会報恩講では、堅実にお実りを学ばれて、

皆様にわかりやすいようお話してくださる井上見淳先生にお越しいただきます。

親鸞聖人のご遺徳を偲びながら、今、ここにある阿弥陀さまの救いを

皆様で聞かせていただきましょう。


